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春 型 : 夏 型 に と 比 し 大 型 , 裏面 , 地 色 は 黄色 味 が 少く , 眼 状 紋 は 小さ く な る . 前 後 次 外縁 に 沿う 淡色 2 葵 は , 内 側 
の も の が は る か に 幅広 く な る . 

夏 型 : より 小 型 で , 雌雄 間 に 大 き さ の 差 が 少 い . 玩 表 後 超 第 2 室 眼 状 紋 は $8 に お いて 屋 々 痕跡 的 と な る . 裏面 眼 
状 紋 は 大 きく , 互い 連続 する こと ゃ も 少く な い . 外縁 の 2 淀 は ほとん と ど 同 幅 , 或いは 内 側 の も の が や や 幅広 く 
な る 程度 に すぎ な い . 

45. Melanitis leda LINNE 1758 ウス イロ コノ マチ ョ ツウ 
Nase, 13-VIII-1957,。 1 2; Yuwan, 14-VIII-1957,。 281?: Kawauchi,。 25-IHT-1959。 2 9; etc. 
各地 に 多い . 幼虫 ・ 政 も イネ か ら 容 易 に 見 出 だ す こと が で きる . 




















フタ ホシ ョ トウ ツ ( 新 称 ) Hoplodrina 
eur yptera BOoURSIN, 1937,。 に つい て 
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紫 郎 D 


Occurence of Hoplodrina euryptera Boursin in Japan, 
Korea and Formosa, with notes on a synonymy (Noctuidae) 


By SHIGERO SUGI 





1955 年 に 私 が 日 本 産 . 0 が osia 属 の 再 分 類 を まとめ た と き , 朝鮮 か ら 18 の み で ブナ キリ ガ が ガ の 亜 種 Monima 
paromoea subsp. marginepicta BRYK と し て 記載 され た 峨 の 正体 が 判ら ず , 当時 存命 中 の Dr. F. BRyK か ら 
Stockholm の Riksmuseum に ある その 模式 標本 を 送っ て も ら っ た こと が あっ た . し か し 不幸 こ に し て この 和則 は , 
私 の 調べ た と ころ で は 真 の O 〇 rtosia で は な く , 全く 別 の 亜 科 Amphipyrinae に 属す る 1 種 で , “Caradrina- 
complex” と いう べき 群 に 位置 づけ され る こと が 判っ た . た だ し 当時 は それ 以上 の 調査 が 不可 能 だ っ た の で , を 
の 旨 科 単に 脚 詩 2 と し て と ど め て お いた . と ころ が この 蜂 は 最近 に な っ て 日 本 に も 産 す る こと が 明か に な り , 黒 
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Fig. 1. Hoplodrina euryptera BOoURSIN 8, Japan. 

Fig. 2. Hoplodrina euryptera BOURSIN 8, Formosa, ex T. KANo Coll. 

Fig. 3. Hogplodrina euryptera=marginebpicta BryYK, Holotype 8, Korea, in Coll. Riksmuseum, 
Stockholm. 


Fig. 4. The male genitalia of Hoplodrina eur yptera= marginepicta BRryK, Holotype. The apical 
half of the right valva damaged. 








1) 東京 都 大 田 区 入 新 井 4 一 112 2) SUGI, S. Tinea, 2 : 94, 1955: see footnote. 
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子 浩 氏 の ご 好意 で 彦山 の 標本 を 調べ る こと が で き , 叉 東京 の 国立 博物 館 に も 台湾 産 の 標本 が 保管 され て いる こと 
が 判っ た の で こと こと に 正しい 学名 と 共に 紹介 し て お く こ と に する . 同定 に つい て は Paris の BoURSIN 氏 か ら ゃ 教 
示 を 得 た の で と こと に あつ く お 礼 申 上 げ る . な お 標本 の 提供 貸与 を 受け た 九 大 彦山 生物 学研 究 所 の 黒子 浩 氏 , 国立 
科学 博物 館 の 黒沢 良彦 氏 な ら び に 亡くな っ た 故 『.BRyk 博士 に ゃ 深く 散 意 を 表し た い . 

Hoplodrina euryptera BOURSIN 

Ent. Rdschau, 54 : 429, 1937 

フタ ホシ ョ トウ ( 新 称 ) 
= Monima paromoea marginepicta BRYK, Arkiv f. Zool., 41A (1) : 80, 1948 (New synonymy!) 

8 開 張 : 80-34mm. 触角 は 微 毛 状 . 前 麺 は 灰 褐色 で 強く 暗色 鱗片 を 混ぜ , 次 表 中 央 と 外縁 部 は 一 そ う 渡 色 
を 呈す る . 本 種 を 識別 する も っ と も 大き な 特徴 は きわ め て 大 き な 環 状 紋 と 腎 状 紋 で と も に その 内 方 は や や 暗 
色 , 周囲 は は っ きり し た 黄 白 色 の 細線 で ふち どら れ , や や 角 ば っ た 形 を し て いる . 亜 外 縁 線 も 顕著 で 黄 白 色 , か 
すか に 屈曲 し て いる が , 事実 上 滑ら か に 走っ て いる . 外縁 に は 球 脈 上 に 微少 な 黒色 の 三角 形 の 斑紋 を つら ね , を 
の 内 側が 淡色 に あぁ ふち どら れ て ジグ ザ グ 状 に 見 える . 内 ・ 外 横線 は それ ほど 明瞭 で は な く , 前 者 は あら い 波状 で 後 
縁 に 向っ て 外 方 に 傾斜 し , 後者 は 強く 錦 歯 状 を 呈す る が , 事実 上 多く は 2 重 の 暗色 点 列 と な っ て みえ る ・ 外 横 線 
の 周囲 は 次 の 地 色 か も っ と も 演色 で ある . 後 麺 は ほぼ 一 様 な 喧 灰 褐色 で ある . 

私 は まだ * の 標本 を 見 て いな い ・ 

8 交尾 器 の 記載 は 省略 する が , 図示 し た と お り で ある (Fig. 4 ) 

Specimens examined. Japan : 1 8, Hiko-san, N. Kyushu, 9. ix. 1954 (H. KURoko). Formosa 











・38 3, without exact locality and date (T. KANo),。 in the collection of National Science Museum, 
Tokyo. Korea : 1 8, Shuotsu, 1935 (STsN BERGMAN), the Type of marginepicta, in the collection 
of Riksmuseum, Stockholm. 

Euryptera の 模式 産地 は 中 国 四川 省 の “Giufushan” (1800m) と いう と ころ で , この 峰 は 中 国 西 南部 か ら 台 小 
の 山地 , 日 本 の 西部 を 経て 北朝 鮮 ま で か な り 広 く 分 布 し て こい る よう で ある . 原 記載 に は 図 が な い が , その 後に 
DRAupr?2 が と れ を 原色 で 図示 し て いる . 属 万 o が oz2Z BoURSIN は 西部 アジ ア か ら 欧 州 に か け て 多数 の 種 を 
も る も つ 近 線 の 大 属 Caradrina (=Elaphria) か ら 8 変 尾 器 の 構造 に よっ て 分 離さ れ た も の だ が , と の 両 属 を 通じ 東 
テア ジア で は ご く 僅 か し か 分 布 し て お ら ず , 日 本 か ら は 本 種 が 最初 の 発見 で ある . これ ら の 属 の 分 類 上 の 関係 に つ 
いて は BouRsrN ぢ 又は DRAupr? を 参照 され た い . な お 本 種 の 彦山 か ら の 発見 は すでに 黒子 の に よっ て 報告 
れ て いる . 

Summary. In my revision of the Japanese Orthosia published in 1955, I pointed out briefly 
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that “Monima paromoea ssp. marginepicta BRYK iS not an Orthosia but a member of the so-called 
“Caradrina-complex” (Athetis auct.) in the Amphipyrinae. My furthur study of the type, which 
was kindly sent me on loan, by the late Dr. F. BRyk reveals now that marginepicta must be 
sunk into Hoplodrina ewuryptera BOURSIN from Setzchwan, S. E. China. The synonyrmy 1S discussed 
above, and the distribution of euryptera thus ranges to N. Korea, where the tyDe Of marginepicta 


was taken, and also to Japan and Formosa, both of which are new localities recorded here。 


3) DrAUDT, M. Addenda to the group of forms of the genus Athetis HB. in Seitz, Macrolep. 
suppl. 3 : 271-278, 1937. 

4) BouRsrN, Ch. Beitrage zur Kenntnis der “Agrotidae-Trifinae” XX. Morphologische und 
systematische Studie tber die Gattung Athetis HB (Caradrina Auct.) Verz. p. 209, 1822. Ent. 
Rdschau, 54 : 364-368, 388-391, 419-423, 429-432, 437-440, 1937. 

5) 黒子 浩 . 彦山 昆虫 月 録 , 1 鱗 次 目 , 補 直 1 : 14 1959. 
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